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☆9日目（7月 1日）：柳川から長崎まで 

 

行程地図（9 日目）_記録 OLYMPUS TOUGH TG-6 

ここは、朝食が付いている宿なので、朝食を頂いてからの出発。一般的なお宿の朝食であったが、美味しかった。 

宿の前の国道 208 号を北上して柳川西インターから自動車道の有明海沿岸道路（国道 208 号バイパス）に乗

って海岸寄りを走る。まもなく筑後川とその分流の早津江川を渡る。遂に、九州 6 県目の佐賀県に入った。ここで、国道

444 号に入る。 

  

写真 491．朝食もしっかり頂きました                写真 492．筑後川は大きい  
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写真 493．有明筑後川大橋を渡る            写真 494．有明早津江川大橋を渡る  

  

写真 495．ぞろ目国道 444 号          写真 496．六角川大橋とカントリーエレベーター 

国道 444 号も新しい無料の自動車道が海側を並走するので、芦刈インターから道の駅「しろいし」までそちらを走っ

た。それから国道 444 号の旧道に戻り、先に進む。道の駅はまだ開店前なので、手持ちのジュースで水分補給だけして

先に進む。しばらくすると、右手にカントリーエレベーターの施設、奥に六角川大橋が見えてきた。しばらく国道は田園地

帯を曲がりくねって進む。 

JR 長崎本線の踏切の手前でちょうど 811 系の電車が通過していった。 

  

写真 497．道の駅「しろいし」                 写真 498．田園風景が続く 
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写真 499．JR 長崎本線 811 系                 写真 500．朝から 33℃ 

国道 444 号もいつの間にか国道 207 号となり、鹿島市に入ってから、友達のお勧めの祐徳稲荷神社に寄り道をす

る。県道 282 号進むと門前町の参道が有り、それを過ぎた神橋のたもとにバイクを停めて、見学した。自称「日本三大

稲荷」に数えられる（少なくとも五大稲荷には入りそう）、大きな稲荷神社。奥の院までは結構登ります。 

  

写真 501．山の上まで祐徳稲荷              写真 502．神橋のたもとに駐車 

  

写真 503．祐徳稲荷は大きな神社です            写真 504．お稲荷さんと言えば狐 
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写真 505．子供用？のブロックがなんとも・・・         写真 506．最近流行の風鈴トンネル 

  

写真 507．きれいな庭園になっている         写真 508．とにかく、狐と鳥居が多い 

石段を上がり、いくつかの社をお参りしながら、奥の院まで行きます。途中の本殿には休憩所があり、ここまではエレベー

ターもあるようだ。 

  

写真 509．奥の院まで頑張りました          写真 510．「絵馬」ならぬ「絵狐」 

下ってから、きれいな「楼門」 や、鳥居の外の門前町を見学。10 時過ぎだが観光客はほとんど居ない。観光バスなど

が着くにはまだ早いのかな？県道 282 号は行きも通ってきたが、左右に巨大な朱色の灯籠が立っている。 
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写真 511．絢爛豪華な「楼門」          写真 512．鳥居の向こうは門前町 

  

写真 513．門前町には、狐が化けた猫が歩く          写真 514．国道にある巨大な灯籠 

国道 207 号に戻り、有明海沿いを南下して道の駅「鹿島」に寄る。ここは、大きな干潟が有名で、いろいろな干潟イ

ベントが行われる場所。干潟の展望台に上がったが、またしても満ち潮の時間帯で、干潟は見物できず。館内には、古

い写真や手作りの木彫りのムツゴローやガタスキー（押し板）が展示してあった。 

  

写真 515．道の駅「鹿島」                 写真 516．干潟展望台 
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写真 517．木彫りの「ムツゴロー」          写真 518．ガタスキー（押し板）と漁師 

道の駅の自動販売機は、すべてムツゴローキャラが印刷してあった。 

国道を少し南下すると、今度は道の駅「太良」がある。ここには、佐賀を代表する民謡「岳の新太郎さん」の主人公の

銅像が立っている。関東ではなじみのない民謡だ。 

  

写真 519．ムツゴロー柄の自販機                 写真 520．岳の新太郎像 

  

写真 521．残念ながら、現在時刻 11 時 9 分        写真 522．名物「竹崎カニ」 

 名物「竹崎カニ」は、見た目ワタリガニであるが、なかなかいいお値段。カニは食べないで、もう一つの名物ミカンに因んで

ミカンソフトを頂いた。普通に美味しかった。その後、引き続き国道 207 号を南下。 
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おなかが空いたので、国道沿いに「かに料理」の看板を掲げる食堂があったので入ってみた。地元の人が気軽に入る食

堂で、多くの客はちゃんぽんを食べている。ワタリガニにしか見えない「竹崎カニ」は、とても高いので、リーズナブルな「カニ

丼」を頼んでみた。出てきたのは、ほとんどカニの見当たらない「玉子丼」だった。まあ、味は悪くなかったので許そう。 

  

写真 523．ミカンソフトクリーム           写真 524．国道沿いのレストラン「海望」 

  

写真 525．玉子丼のような「カニ丼」           写真 526．長崎県突入「メロンバス停」有り 

国道 207 号はそのまま、長崎県に突入。これで、今回の旅の九州全県（沖縄は除く）に入ったことになる。 

この一帯は、バス停が巨大フルーツになっているので有名な道路だ。道端に突然現れるので写真に収めるのも大変。 

  

写真 527．「スイカバス停」有り               写真 528．「イチゴバス停」有り 
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次ページ（09_2） https://kurotora2.michikusa.jp/event/2025_Kyushu/2025_kyushu_09_2.pdf 

 

  

https://kurotora2.michikusa.jp/event/2025_Kyushu/2025_kyushu_09_2.pdf

